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１．事業の概要

○ 近年、アジア諸国の著しい経済発展に伴い、鉄くず等の循環資源の需要

が急増しており、廃棄物についても国際的な流通が成立するようになった。

一方、これら循環資源の国際移動に伴い、リサイクルや廃棄物処理に係る

制度・技術が未熟な途上国における環境汚染が懸念されている。

○ また、３Ｒイニシアティブ閣僚会議が開催され、循環資源の不適正な国

際移動問題、途上国支援等が議論されたところ、そのフォローアップとな

る施策展開が必要である。

○ 環境省では、平成15年度より、アジア各国と連携して不法輸出入の防止

及び循環資源の適正な管理体制を構築することを目的とした「不法輸出入

防止国際ネットワーク事業」を実施しており、バーゼル条約第７回締約国

会議等においても高い評価を受けている。当該ネットワークの強化に向け、

引き続き我が国がイニシアティブを取ることが必要。

○ 平成18年度は、ワークショップの開催やウェブサイトの拡充により、ア

ジア各国のバーゼル条約当局や税関等の間で情報交換等を引き続き行うほ

か、中古品を装った不法な輸出入が懸念される廃棄物等に関する現地調査

やネットワークを通じて提供される情報等をもとに、トレーサビリティ確

保の方策等の循環資源の輸出入のあり方に関して、戦略的な検討を行う。

２．施策の効果

＜アウトプット＞

アジア各国の関係法令データベース（ウェブサイト上に掲載）

＜アウトカム＞

・廃棄物等の不法輸出入防止に関するアジア各国間のネットワーク構築

・アジア各国のバーゼル条約担当官、税関担当官等の能力向上

・循環資源の不法輸出入の未然防止


